
 

低温プラズマ技術を用いた高品質イチゴの作出 

〜低温プラズマによる先端農業に向けて〜 

幸田町では、町内のものづくり企業の活力向上と農水産物の生産や課題の解決に向け、

地方創生交付金を活用した取り組みを推進しています。 

その中で、平成２８年度内閣府地方創生加速化交付金を活用し、名古屋大学との受託研

究における取り組みおいて、名古屋大学プラズマ医療科学国際イノベーションセンターの

堀 勝（ほり まさる）センター長・教授（未来社会創造機構）らの研究グループは、低温

プラズマをイチゴ苗の生育とともに処理すると、抗酸化値の高い物質を通常の生育法にお

いて栽培したイチゴ果実よりも多量に蓄積することを見出しました。 

近年、大気圧低温プラズマを、医療分野をはじめとするバイオ応用のための研究が盛ん

に行われており、名古屋大学においても独自に開発した超高密度プラズマ発生装置を用い

てがん治療研究のための数多くの研究成果を上げてきました。またその一方で、農業分野

においても低温プラズマを応用するための研究開発が進められており、苗の生育促進や収

穫量の増加、病原菌の殺菌、食品の保持など、様々な効果があることが報告されています。

本研究においては、低温プラズマ技術を用いることで付加価値の高い農作物の生産を目的

とし、イチゴ苗の生育過程において低温プラズマ処理を行いました。果実に含まれる成分

を分析したところ、低温プラズマ処理を行った苗から収穫した果実には、抗酸化値の高い

アントシアニンを多量に蓄積することが示されました。一方で、低温プラズマにより発生

し人体に毒性を示す過酸化水素は蓄積していませんでした。これらの結果は、世界で初め

て安全な「抗酸化イチゴ」生産の可能性を示唆するものと考えられます。今回の成果によ

り、今後、幸田町内のモノづくり企業による低温プラズマ機器の開発と、次世代農業に向

けた安心･安全で革新的な技術としての発展が期待されます。 
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